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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、高
水準の配当収益と値上がり益の獲得を追求す
るとともに、米ドルへの投資効果の享受をめ
ざすことにより、信託財産の成長をめざして
おります。当作成期につきましてもそれに
沿った運用を行ないました。ここに、運用状
況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

利回り株チャンス 米ドル型
（年 4回決算型）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式

信 託 期 間 約 9年10カ月間（2013年 9 月25日～2023年 7 月14日）

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象

ベ ビ ー フ ァ ン ド 利回り株チャンス・マザー
ファンドの受益証券

利回り株チャンス
･ マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場
株式（上場予定を含みます。）

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マ ザ ー フ ァ ン ド 組 入 上 限 比 率

無制限ベビーファンドの株式実質組入上限比率

マザーファンドの株式組入上限比率

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、下記
イ．およびロ．に基づき分配金額を決定します。
　イ ．各計算期末における収益分配前の基準価額
（ 1万口当り。既払分配金を加算しません。以
下同じ。）が10, 000円超の場合、10, 000円を超
える額をめどに分配金額を決定します。なお、
計算期末に向けて基準価額が大きく上昇した場
合など基準価額の動向等によっては、実際の分
配額がこれと異なる場合があります。

　ロ ．各計算期末における収益分配前の基準価額が
10, 000円以下の場合、配当等収益から分配しま
す。ただし、配当等収益が少額の場合には、分
配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
第28期（決算日　2020年10月15日）
第29期（決算日　2021年 1 月15日）

（作成対象期間　2020年 7 月16日～2021年 1 月15日）



利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

決　　算　　期
基　　準　　価　　額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 米ドル為替レート 株　式

組　入
比　率

株　式
先　物
比　率

純資産
総 額（分配落） 税込み分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率 （参考指数） 期　中騰落率
円 円 % % 円 % % % 百万円

20期末（2018年10月15日） 8, 674 70 △ 2. 0 1, 675. 44 △  4. 0 112. 03 △  0. 4 93. 4 2. 8 4, 719 
21期末（2019年 1 月15日） 7, 717 0 △ 11. 0 1, 542. 72 △  7. 9 108. 40 △  3. 2 95. 7 ─ 4, 069 
22期末（2019年 4 月15日） 8, 017 120 5. 4 1, 627. 93 5. 5 112. 01 3. 3 94. 1 ─ 4, 051 
23期末（2019年 7 月16日） 7, 544 0 △ 5. 9 1, 568. 74 △  3. 6 107. 97 △  3. 6 97. 6 ─ 3, 665 
24期末（2019年10月15日） 7, 747 90 3. 9 1, 620. 20 3. 3 108. 42 0. 4 95. 5 ─ 3, 515 
25期末（2020年 1 月15日） 8, 450 10 9. 2 1, 731. 06 6. 8 109. 95 1. 4 96. 1 ─ 3, 502 
26期末（2020年 4 月15日） 6, 463 100 △ 22. 3 1, 434. 07 △  17. 2 107. 18 △  2. 5 96. 7 ─ 2, 493 
27期末（2020年 7 月15日） 7, 181 0 11. 1 1, 589. 51 10. 8 107. 30 0. 1 97. 0 ─ 2, 616 
28期末（2020年10月15日） 7, 087 60 △ 0. 5 1, 631. 79 2. 7 105. 26 △  1. 9 96. 7 ─ 2, 450 
29期末（2021年 1 月15日） 7, 956 10 12. 4 1, 856. 61 13. 8 103. 84 △  1. 3 96. 5 ─ 2, 544 
（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2） 為替レートは、計算日における対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法で算出されるレートを採用していま

す。
（注 3）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 4）株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 5）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

最近10期の運用実績
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■基準価額・騰落率
第28期首：7, 181円　   
第29期末：7, 956円（既払分配金70円） 
騰 落 率：11. 9％（分配金再投資ベース） 

■基準価額の主な変動要因
新型コロナウイルスのワクチンの承認などが市場で好感され、国内株式市況が上昇したことによ
り、基準価額も上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 
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第27期末
（2020. 7. 15）

第28期末
（2020. 10. 15）

第29期末
（2021. 1. 15）

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

年　　月　　日
基　準　価　額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 米ドル為替レート 株　式

組　入
比　率

株　式
先　物
比　率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 % % 円 % % %

第28期

（期 首）2020年 7 月15日 7, 181 ─ 1, 589. 51 ─ 107. 30 ─ 97. 0 ─ 
7 月末　 6, 571 △ 8. 5 1, 496. 06 △  5. 9 104. 60 △  2. 5 97. 0 ─ 
8 月末　 7, 149 △ 0. 4 1, 618. 18 1. 8 105. 36 △  1. 8 97. 2 ─ 
9 月末　 7, 148 △ 0. 5 1, 625. 49 2. 3 105. 80 △  1. 4 96. 3 ─ 

（期 末）2020年10月15日 7, 147 △ 0. 5 1, 631. 79 2. 7 105. 26 △  1. 9 96. 7 ─ 

第29期

（期 首）2020年10月15日 7, 087 ─ 1, 631. 79 ─ 105. 26 ─ 96. 7 ─ 
10月末　 6, 845 △ 3. 4 1, 579. 33 △  3. 2 104. 60 △  0. 6 96. 5 ─ 
11月末　 7, 405 4. 5 1, 754. 92 7. 5 103. 89 △  1. 3 96. 2 ─ 
12月末　 7, 688 8. 5 1, 804. 68 10. 6 103. 50 △  1. 7 97. 3 ─ 

（期 末）2021年 1 月15日 7, 966 12. 4 1, 856. 61 13. 8 103. 84 △  1. 3 96. 5 ─ 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、日米における新型コロナウイルスの感染状況などに一喜一憂
する中、横ばい圏で推移しました。2020年10月に入ると欧州において感染拡大が再び目立ち始め、
10月下旬になると、複数の欧州主要国において行動制限措置の再導入および強化が行われたことが
嫌気され、株価は下落しました。しかし11月以降は、米国大統領選挙において民主党のバイデン氏
が事前予想通り当選確実となり、選挙に対する不確実性が後退したことや、欧米において複数の新
型コロナウイルスのワクチンが承認されて接種が始まったことを好感し、株価は上昇しました。
■為替相場
米ドルは対円で下落（円高）しました。
当作成期首より、新型コロナウイルスの感染第 2波への警戒に加えて、米中関係の悪化や追加経
済対策をめぐる不透明感から米ドルは下落し、その後はおおむねレンジ内での推移となりました。
10月以降は、感染再拡大に対する懸念や米国大統領および連邦議会選挙に対する不透明感などか
ら、米ドルは下落しました。

投資環境について （2020. 7. 16 ～ 2021. 1. 15）

■当ファンド
「利回り株チャンス・マザーファンド」を高位に組み入れる方針です。また、当ファンドの運用
方針にのっとり、信託財産の純資産総額と同程度の外国為替予約取引（円売り／米ドル買い）を行
います。
■利回り株チャンス・マザーファンド

国内外の経済活動が再開し、企業業績は2020年 4 － 6 月期を底に 7－ 9月期は回復に向かうと期
待されるものの、再拡大への警戒感が強まっている新型コロナウイルスの感染者数の動向や、米国
の大統領選挙を控えた不透明な貿易・外交政策などがリスク要因としてあげられ、国内株式市場は
一進一退の展開を想定します。
わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断される銘柄を中心に投資候補銘柄

前作成期末における「今後の運用方針」

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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■当ファンド
「利回り株チャンス・マザーファンド」を高位に組み入れました。また、当ファンドの運用方針
にのっとり、信託財産の純資産総額と同程度の外国為替予約取引（円売り／米ドル買い）を行いま
した。

■利回り株チャンス・マザーファンド
わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断される銘柄を中心に投資候補銘柄
を選定し、その中から財務状況、業績動向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別
し、ポートフォリオを構築しました。
株式組入比率は、90％程度以上の高位を維持しました。
業種構成は、食料品、小売業、化学などの比率を引き上げる一方、機械、輸送用機器、繊維製品
などの比率を引き下げました。
個別銘柄では、業績見通しや株価指標などを総合的に勘案し、日立、富士電機、旭化成などの組
入比率を引き上げた一方、本田技研、アドバンテスト、アイシン精機などの組入比率を引き下げま
した。

ポートフォリオについて （2020. 7. 16 ～ 2021. 1. 15）

を選定し、その中から、財務状況、業績動向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選
別し、ポートフォリオを構築していきます。

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。参考指数は国内株式市場

ベンチマークとの差異について

分配金について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
第28期 第29期

2020年 7 月16日 2020年10月16日
～2020年10月15日 ～2021年 1 月15日

当期分配金（税込み） （円） 60 10 

対基準価額比率 （％） 0. 84 0. 13 
当期の収益 （円） 60 10 
当期の収益以外 （円） ─  ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 891 896 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配

に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配
に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場
合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率
で、ファンドの収益率とは異なります。

基準価額
ＴＯＰＩＸ
米ドル為替レート（対円）

（％）

第28期
（2020. 7. 15～
2020. 10. 15）

第29期
（2020. 10. 15～
2021. 1. 15）

-4. 0
-2. 0
0. 0
2. 0
4. 0
6. 0
8. 0
10. 0
12. 0
14. 0
16. 0

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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■当ファンド
「利回り株チャンス・マザーファンド」を高位に組み入れる方針です。また、当ファンドの運用
方針にのっとり、信託財産の純資産総額と同程度の外国為替予約取引（円売り／米ドル買い）を行
います。
■利回り株チャンス・マザーファンド

国内株式市場は、堅調な株価推移に対する警戒が高まる一方で、今後の新型コロナウイルスのワ
クチン接種拡大による経済の回復期待が下支えとなり、一進一退の展開を想定します。世界的な金
融緩和政策による過剰流動性から、これまで一部の成長株が株式市場をけん引し、当ファンドが注
目する高配当利回り株などの割安株の出遅れが続いてまいりましたが、グローバル経済の正常化期
待を背景にして割安株の見直しが徐々に進んでいくと考えます。
わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断される銘柄を中心に投資候補銘柄
を選定し、その中から、財務状況、業績動向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選
別し、ポートフォリオを構築していきます。

今後の運用方針

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項　　　　目 第28期 第29期

（ａ）経費控除後の配当等収益  66. 40円  15. 19円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　  0. 00　
（ｃ）収益調整金 261. 36　 261. 40　
（ｄ）分配準備積立金 623. 98　 630. 35　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 951. 76　 906. 95　
（ｆ）分配金 60. 00　 10. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 891. 76　 896. 95　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第28期～第29期

（2020. 7. 16～2021. 1. 15） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  58円 0. 798％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は7, 307円です。

（投信会社）  （28）  （0. 388） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （28）  （0. 388） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社）  （2）  （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  3   0. 046  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株　  　式）  （3）  （0. 046） 

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 003  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監査費用）  （0）  （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ  の  他）  （0）  （0. 000） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 　 　 計  62   0. 847  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五入

してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各
項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万口
当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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参考情報

総経費率
1. 59%

運用管理費用
（投信会社）
0. 77％

運用管理費用
（販売会社）
0. 77％

運用管理費用（受託会社）
0. 04％

その他費用 0. 01％

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 59％です。

利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）
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利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2020年 7 月16日から2021年 1 月15日まで）
決　算　期 第　28　期　～　第　29　期

設　　定 解　　約
口　数 金　額 口　数 金　額

千口 千円 千口 千円 
利回り株チャンス・
マザーファンド 164, 754 263, 510 433, 786 699, 650 

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　類 第 27 期 末 第 29 期 末
口　数 口　数 評　価　額

千口 千口 千円 
利回り株チャンス・
マザーファンド 1, 679, 519 1, 410, 486 2, 534, 785 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2021年 1 月15日現在

項　　　　　目 第　29　期　末
評　価　額 比　　率

千円 % 
利回り株チャンス・マザーファンド 2, 534, 785 98. 9 
コール・ローン等、その他 28, 115 1. 1 
投資信託財産総額 2, 562, 900 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
（1）ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との

取引状況

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

（4） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2020年 7 月16日から2021年 1 月15日まで）
項　　　　　目 第　28　期　～　第　29　期

売買委託手数料総額（A） 1, 123千円 
うち利害関係人への支払額（B） 420千円 
（B）／（A） 37. 4% 
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支

払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券です。

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2020年 7 月16日から2021年 1 月15日まで）

項　　　　　目
第　28　期　～　第　29　期
利回り株チャンス・マザーファンド

（ａ）期中の株式売買金額 3, 028, 287千円 
（b）期中の平均組入株式時価総額 4, 144, 837千円 
（c）売買高比率（ａ）／（ｂ） 0. 73 
（注１）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注２）単位未満は切捨て。

（2）マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人と
の取引状況

（2020年 7 月16日から2021年 1 月15日まで）
決　算　期 第　28　期　～　第　29　期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ 売付額等Ｃ

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 % 百万円 百万円 %

株式 1, 117 150 13. 4 1, 910 363 19. 0 
コール・ローン 13, 407 ─ ─ ─ ─ ─ 
（注）平均保有割合56. 9％
　※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファ

ンドのマザーファンド所有口数の割合。

（3） 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となっ
て発行される有価証券

（2020年 7 月16日から2021年 1 月15日まで）

種　　　　　類
第　28　期　～　第　29　期

利回り株チャンス・マザーファンド
買　　　　付　　　　額

百万円 

株式 36

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）単位未満は切捨て。
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利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第28期末 第29期末
（Ａ）資産 4, 982, 045, 986円 5, 106, 155, 747円

コール・ローン等 33, 202, 411  18, 230, 386  
利回り株チャンス・
マザーファンド（評価額） 2, 457, 938, 575  2, 534, 785, 361  
未収入金 2, 490, 905, 000  2, 553, 140, 000  

（Ｂ）負債 2, 531, 556, 383  2, 561, 993, 682  
未払金 2, 494, 557, 550  2, 548, 361, 705  
未払収益分配金 20, 747, 652  3, 197, 656  
未払解約金 6, 112, 582  497, 915  
未払信託報酬 10, 103, 561  9, 867, 146  
その他未払費用 35, 038  69, 260  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 2, 450, 489, 603  2, 544, 162, 065  
元本 3, 457, 942, 044  3, 197, 656, 087  
次期繰越損益金 △  1, 007, 452, 441  △  653, 494, 022  

（Ｄ）受益権総口数 3, 457, 942, 044口 3, 197, 656, 087口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 7, 087円 7, 956円

＊ 第27期末における元本額は3, 644, 007, 978円、当作成期間（第28期～第29期）中に
おける追加設定元本額は372, 607円、同解約元本額は446, 724, 498円です。
＊第29期末の計算口数当りの純資産額は7, 956円です。  
＊第29期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は653, 494, 022円です。

（2020年10月15日）、（2021年 1 月15日）現在

■損益の状況
第28期　自2020年 7 月16日　至2020年10月15日
第29期　自2020年10月16日　至2021年 1 月15日

項 目 第28期 第29期
（Ａ）配当等収益 △  2, 631円 △  1, 784円

受取利息 141  119  
支払利息 △  2, 772  △  1, 903  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  1, 690, 483  291, 219, 945  
売買益 58, 100, 285  352, 593, 119  
売買損 △  59, 790, 768  △  61, 373, 174  

（Ｃ）信託報酬等 △  10, 138, 701  △  9, 901, 368  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  11, 831, 815  281, 316, 793  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  754, 095, 712  △  727, 422, 026  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  220, 777, 262  △  204, 191, 133  
（配当等相当額） （ 90, 379, 965） （ 83, 587, 683） 
（売買損益相当額） （△  311, 157, 227） （△  287, 778, 816） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  986, 704, 789  △  650, 296, 366  
（Ｈ）収益分配金 △  20, 747, 652  △  3, 197, 656  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △  1, 007, 452, 441  △  653, 494, 022  
追加信託差損益金 △  220, 777, 262  △  204, 191, 133  
（配当等相当額） （ 90, 379, 965） （ 83, 587, 683） 
（売買損益相当額） （△  311, 157, 227） （△  287, 778, 816） 
分配準備積立金 217, 985, 604  203, 228, 908  
繰越損益金 △  1, 004, 660, 783  △  652, 531, 797  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。  

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場
合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照く
ださい。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第28期 第29期

（ａ）経費控除後の配当等収益 22, 961, 620円 4, 859, 853円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　  0　
（ｃ）収益調整金 90, 379, 965　 83, 587, 683　
（ｄ）分配準備積立金 215, 771, 636　 201, 566, 711　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 329, 113, 221　 290, 014, 247　
（ｆ）分配金 20, 747, 652　 3, 197, 656　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 308, 365, 569　 286, 816, 591　
（ｈ）受益権総口数 3, 457, 942, 044口 3, 197, 656, 087口
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利回り株チャンス 米ドル型（年 4回決算型）

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

収　　益　　分　　配　　金　　の　　お　　知　　ら　　せ

１ 万 口 当 り 分 配 金
第　28　期 第　29　期
60円 10円

●＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。
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★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定を含みます。）
株式組入制限 無制限

利回り株チャンス・マザーファンド
運用報告書　第 8期　（決算日　2021年 1 月15日）

（作成対象期間　2020年 1 月16日～2021年 1 月15日）

利回り株チャンス・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

13
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利回り株チャンス・マザーファンド

ルスの感染拡大が懸念され、下落しました。2020年 2 月後半以降は
中国以外における感染拡大が懸念されたことに続き、 3月に入ると
米国において感染者の急激な増加が目立ち始めたほか、国内におい
ても感染拡大が懸念される状況となり、株価は 2月後半から 3月中
旬にかけて大幅に下落しました。 3月下旬以降は、主要国の中央銀
行による金融緩和策や、新規感染者数がピークアウトしてきた欧米
で経済活動の再開が進展したこと、また国内でも 5月下旬に緊急事
態宣言が全面解除されたことなどが好感され、 6月上旬まで株価は
上昇基調で推移しました。 6月中旬以降は日米における感染状況な
どに一喜一憂する中、株価は横ばい圏で推移しました。10月に入る
と欧州において感染拡大が再び目立ち始め、10月下旬になると、複
数の欧州主要国において行動制限措置の再導入および強化が行われ
たことが嫌気され、株価は下落しました。しかし11月以降は、米国
大統領選挙において民主党のバイデン氏が事前予想通り当選確実と
なり、選挙に対する不確実性が後退したことや、欧米において複数
の新型コロナウイルスのワクチンが承認されて接種が始まったこと
を好感し、株価は上昇しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断され

る銘柄を中心に投資候補銘柄を選定し、その中から、財務状況、業績
動向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別し、ポー
トフォリオを構築していきます。
◆ポートフォリオについて

わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断され
る銘柄を中心に投資候補銘柄を選定し、その中から財務状況、業績動
向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別し、ポート
フォリオを構築しました。
株式組入比率は、90％程度以上の高位を維持しました。
業種構成は、電気機器、小売業、食料品などの比率を引き上げる一

方、銀行業、卸売業、輸送用機器などの比率を引き下げました。
個別銘柄では、業績見通しや株価指標などを総合的に勘案し、日

立、伊藤忠、東京エレクトロンなどの組入比率を引き上げた一方、三
菱商事、本田技研、Ｚホールディングスなどの組入比率を引き下げま
した。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落

率は、｢当作成期中の基準価額と市況等の推移｣ をご参照ください。
参考指数は国内株式市場の動向を表す代表的な指数として掲載して

おります。

《今後の運用方針》　
国内株式市場は、堅調な株価推移に対する警戒が高まる一方で、今後
の新型コロナウイルスのワクチン接種拡大による経済の回復期待が下支
えとなり、一進一退の展開を想定します。世界的な金融緩和政策による
過剰流動性から、これまで一部の成長株が株式市場をけん引し、当ファ
ンドが注目する高配当利回り株などの割安株の出遅れが続いてまいりま
したが、グローバル経済の正常化期待を背景にして割安株の見直しが
徐々に進んでいくと考えます。
わが国の株式の中から、相対的に予想配当利回りが高いと判断される
銘柄を中心に投資候補銘柄を選定し、その中から、財務状況、業績動
向、配当政策、株価水準、流動性等を勘案して銘柄を選別し、ポート
フォリオを構築していきます。

期　首
（2020. 1. 15）

期　末
（2021. 1. 15）

10, 000

12, 000

14, 000

16, 000

20, 000

18, 000

（円）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：17, 431円　期末：17, 971円　騰落率：3. 1％
【基準価額の主な変動要因】

新型コロナウイルスの世界的な感染拡大を背景に、国内株式市況は
当作成期の初めに大幅に下落したものの、新型コロナウイルスワクチ
ンの承認への期待や国内企業の業績底打ち感などが市場で好感され、
当作成期を通しては上昇したことにより、基準価額も上昇しました。
くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
◆投資環境について
　○国内株式市況

国内株式市況は上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、中国において新型コロナウイ

年　月　日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ 株 式

組 入
比 率

株 式
先 物
比 率騰落率（参考指数）騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期 首）2020年 1 月15日 17, 431 ─ 1, 731. 06 ─ 97. 0 ─ 

1 月末　 17, 024 △ 2. 3 1, 684. 44 △  2. 7 96. 8 ─ 
2 月末　 15, 359 △ 11. 9 1, 510. 87 △  12. 7 97. 1 ─ 
3 月末　 13, 873 △ 20. 4 1, 403. 04 △  18. 9 96. 7 ─ 
4 月末　 14, 494 △ 16. 8 1, 464. 03 △  15. 4 97. 1 ─ 
5 月末　 15, 327 △ 12. 1 1, 563. 67 △  9. 7 97. 3 ─ 
6 月末　 15, 164 △ 13. 0 1, 558. 77 △  10. 0 98. 2 ─ 
7 月末　 14, 506 △ 16. 8 1, 496. 06 △  13. 6 97. 0 ─ 
8 月末　 15, 693 △ 10. 0 1, 618. 18 △  6. 5 97. 0 ─ 
9 月末　 15, 633 △ 10. 3 1, 625. 49 △  6. 1 97. 1 ─ 
10月末　 15, 283 △ 12. 3 1, 579. 33 △  8. 8 97. 1 ─ 
11月末　 16, 675 △ 4. 3 1, 754. 92 1. 4 96. 4 ─ 
12月末　 17, 389 △ 0. 2 1, 804. 68 4. 3 97. 5 ─ 

（期 末）2021年 1 月15日 17, 971 3. 1 1, 856. 61 7. 3 96. 8 ─ 
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。

上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
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利回り株チャンス・マザーファンド

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 12円
（株式） （12） 
有価証券取引税 ─
その他費用 0  
（その他） （0） 

合 計 12  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の

項目の概要をご参照ください。
（注 2） 項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況
株　式

（2020年 1 月16日から2021年 1 月15日まで）
買　　　付 売　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

国内
千株 千円 千株 千円

1, 444. 8 2, 656, 308 3, 220. 4 4, 098, 085 
（ 17) ( ─)

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
株　式

（2020年 1 月16日から2021年 1 月15日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　　数 金　　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　　数 金　　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
日立 39. 9 140, 109 3, 511 三菱商事 54. 6 139, 557 2, 555 
富士電機 26. 1 80, 816 3, 096 本田技研 43. 1 118, 832 2, 757 
ＫＤＤＩ 21. 8 69, 478 3, 187 日本電信電話 46. 5 114, 746 2, 467 
伊藤忠 26. 6 63, 366 2, 382 三井物産 63. 8 114, 742 1, 798 
旭化成 65. 2 58, 367 895 Z ホールディングス 254. 5 106, 838 419 
積水化学 28. 6 55, 083 1, 925 三菱ＵＦＪフィナンシャルＧ 209 99, 696 477 
明治ホールディングス 7. 4 54, 268 7, 333 トヨタ自動車 11. 6 85, 047 7, 331 
ソフトバンク 35. 6 53, 269 1, 496 三菱ケミカルＨＬＤＧＳ 131. 6 83, 179 632 
住友電工 35. 1 48, 992 1, 395 アイシン精機 23. 6 78, 350 3, 319 
ＥＩＺＯ 11. 8 46, 497 3, 940 東京海上ＨＤ 13. 9 76, 738 5, 520
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。
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■組入資産明細表
国内株式（上場株式）

銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
建設業（6. 6%）
ウエストホールディングス ─ 6. 9 31, 878 
ミライト・ホールディングス 12. 5 ─ ─ 
大成建設 7 6. 3 22, 459 
熊谷組 15 ─ ─ 
五洋建設 50 45. 8 41, 403 
住友林業 20. 1 ─ ─ 
大和ハウス 25. 9 24. 4 76, 372 
ライト工業 20 ─ ─ 
積水ハウス 25 16. 1 33, 753 
協和エクシオ 12. 5 10. 5 30, 313 

銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
九電工 12. 5 ─ ─ 
日揮ホールディングス ─ 25. 9 29, 526 
ＯＳＪＢ ＨＤ 52 56. 6 15, 678 

食料品（3. 9%）
明治ホールディングス ─ 7. 4 54, 094 
日本ハム ─ 5. 4 24, 543 
アサヒグループホールディン ─ 10. 3 43, 599 
太陽化学 0. 2 3. 4 6, 011 
日本たばこ産業 26. 2 18. 6 38, 297 

繊維製品（0. 8%）
東洋紡 22. 8 ─ ─ 
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銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
セーレン ─ 20. 4 32, 354 
化学（7. 1%）
旭化成 55 102. 8 115, 958 
日本曹達 ─ 4. 9 14, 871 
三菱瓦斯化学 ─ 12. 2 29, 719 
三井化学 6. 9 ─ ─ 
大阪有機化学 ─ 4. 2 16, 737 
三菱ケミカルＨＬＤＧＳ 128. 8 ─ ─ 
積水化学 ─ 28. 6 58, 000 
タキロンシーアイ 51. 9 ─ ─ 
旭有機材 23. 5 11 16, 797 
リケンテクノス 18. 4 ─ ─ 
三洋化成 1. 3 ─ ─ 
デクセリアルズ 24 35. 6 50, 801 
天馬 3. 7 ─ ─ 
バルカー 13. 6 ─ ─ 
医薬品（6. 3%）
武田薬品 60 48. 5 174, 648 
アステラス製薬 33. 7 40 66, 480 
大塚ホールディングス 6. 3 5. 9 26, 042 
石油・石炭製品（━）
出光興産 29. 2 ─ ─ 
ＥＮＥＯＳホールディングス 48. 5 ─ ─ 
ゴム製品（2. 0%）
ＴＯＹＯ ＴＩＲＥ ─ 23 37, 835 
ブリヂストン 17. 5 12 47, 580 
ガラス・土石製品（2. 7%）
ＡＧＣ ─ 6. 8 26, 112 
住友大阪セメント 4 ─ ─ 
東海カーボン 15 ─ ─ 
日本特殊陶業 ─ 13. 6 24, 752 
黒崎播磨 6. 2 ─ ─ 
ニチアス 24. 3 25. 3 62, 617 
鉄鋼（━）
日本製鉄 20 ─ ─ 
非鉄金属（2. 3%）
大紀アルミニウム 25 ─ ─ 
三井金属 15. 1 ─ ─ 
住友鉱山 5 ─ ─ 
住友電工 11. 5 41. 7 60, 339 
アサヒＨＤ 12. 9 10 38, 050 
金属製品（1. 0%）
ＳＵＭＣＯ 20. 1 ─ ─ 
三和ホールディングス ─ 32. 8 41, 524 
機械（4. 0%）
タクマ ─ 26. 7 54, 040 
ツガミ ─ 15. 5 25, 652 
ＤＭＧ森精機 34. 7 ─ ─ 
ソデイツク 15. 8 22. 7 20, 293 

銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
クボタ ─ 14. 7 34, 515 
荏原実業 ─ 5. 2 20, 410 
三精テクノロジーズ 14. 5 ─ ─ 
北越工業 20. 8 ─ ─ 
キトー 35. 2 ─ ─ 
ＪＵＫＩ 22. 5 ─ ─ 
ＩＨＩ 27 ─ ─ 
スター精密 ─ 10. 8 17, 150 

電気機器（13. 2%）
ブラザー工業 8. 4 ─ ─ 
日立 ─ 39. 6 172, 022 
三菱電機 20 ─ ─ 
富士電機 ─ 24. 8 101, 060 
ＥＩＺＯ ─ 10. 7 38, 787 
パナソニック 30 ─ ─ 
アドバンテスト 12. 4 ─ ─ 
エスペック 13. 3 ─ ─ 
ウシオ電機 11. 5 ─ ─ 
ファナック 1. 6 ─ ─ 
ローム ─ 5. 9 65, 962 
村田製作所 ─ 3. 3 33, 132 
キヤノン 10. 7 ─ ─ 
東京エレクトロン 2. 7 3. 5 153, 650 

輸送用機器（7. 9%）
豊田自動織機 10 3 25, 260 
デンソー 13. 9 6. 9 39, 599 
日産自動車 27. 4 ─ ─ 
トヨタ自動車 38. 7 28. 5 220, 390 
三菱自動車工業 36. 5 ─ ─ 
アイシン精機 11. 8 ─ ─ 
本田技研 38. 4 ─ ─ 
ＳＵＢＡＲＵ 6. 3 ─ ─ 
豊田合成 ─ 18. 2 51, 360 

精密機器（━）
セイコーＨＤ 17. 7 ─ ─ 
ニプロ 15. 5 ─ ─ 

その他製品（1. 2%）
ニホンフラッシュ ─ 15 20, 025 
大日本印刷 ─ 15. 6 29, 437 

陸運業（0. 5%）
センコーグループＨＬＤＧＳ 25 20. 6 20, 249 
九州旅客鉄道 6 ─ ─ 

情報・通信業（10. 9%）
Ｚホールディングス 254. 5 ─ ─ 
大塚商会 ─ 8. 5 42, 585 
日本ユニシス ─ 14. 7 59, 608 
日本電信電話 80 33. 5 92, 125 
ＫＤＤＩ 40. 5 41. 4 135, 709 
ソフトバンク 67. 1 63. 2 86, 015 
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■投資信託財産の構成
2021年 1 月15日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株式 4, 269, 283 95. 8 
コール・ローン等、その他 189, 492 4. 2 
投資信託財産総額 4, 458, 775 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。 

銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
沖縄セルラー電話 ─ 6. 1 28, 426 
ＮＴＴドコモ 10. 3 ─ ─ 
シーイーシー ─ 13. 6 19, 774 
コナミホールディングス 4. 5 ─ ─ 
卸売業（8. 9%）
アルコニックス 23. 1 10. 6 15, 582 
ダイワボウＨＤ 4. 7 4. 7 43, 898 
ＴＯＫＡＩホールディングス 56 22. 1 22, 100 
三洋貿易 13. 2 14. 9 14, 616 
第一興商 ─ 4. 2 15, 015 
ダイトロン 16. 3 ─ ─ 
伊藤忠 48. 8 68. 3 214, 325 
三井物産 90. 9 27. 1 53, 752 
スターゼン 3. 9 ─ ─ 
三菱商事 54. 6 ─ ─ 
日鉄物産 11. 1 ─ ─ 
小売業（3. 7%）
Ｊ．フロントリテイリング 24. 5 12. 6 11, 214 
セブン＆アイ・ＨＬＤＧＳ ─ 11. 8 47, 034 
日本瓦斯 ─ 7. 5 40, 575 
丸井グループ ─ 19. 7 36, 523 
イズミ ─ 5. 7 21, 717 
銀行業（4. 3%）
三菱ＵＦＪフィナンシャルＧ 295. 4 86. 4 43, 018 
りそなホールディングス 75 ─ ─ 
三井住友トラストＨＤ 10 ─ ─ 
三井住友フィナンシャルＧ 58. 4 39. 7 139, 902 
セブン銀行 135 ─ ─ 
みずほフィナンシャルＧ 300 ─ ─ 
証券、商品先物取引業（1. 7%）
ＳＢＩホールディングス 22. 7 16. 7 45, 440 
野村ホールディングス 59 42. 5 25, 092 
保険業（5. 4%）
ＳＯＭＰＯホールディングス 7. 5 ─ ─ 
ＭＳ＆ＡＤ 22. 5 19. 9 65, 311 
第一生命ＨＬＤＧＳ 15 ─ ─ 
東京海上ＨＤ 41. 2 29. 2 163, 111 
その他金融業（2. 1%）
全国保証 ─ 9. 3 41, 803 
オリックス 57. 5 26 46, 969 
不動産業（1. 4%）
三井不動産 ─ 10. 8 22, 280 
東京建物 35 25. 9 37, 684 
サービス業（2. 5%）
日本工営 9. 3 ─ ─ 
ミクシィ 7. 5 ─ ─ 
ディップ ─ 19. 8 46, 153 
電通グループ 10 ─ ─ 

銘　　　　　柄
期　　首 当　期　末
株　　数 株　　数 評 価 額

千株 千株 千円 
ユー・エス・エス ─ 8 17, 128 
ベルシステム24ＨＬＤＧＳ 21. 8 25. 2 42, 638 
丹青社 18. 1 ─ ─

合 計
千株 千株 千円 

株 数、 金 額 3, 516. 3 1, 757. 7 4, 269, 283 
銘柄数 <比率> 105銘柄 83銘柄 <96. 8%> 

（注 1）銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する各業種の比率。
（注 2）合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 3）評価額の単位未満は切捨て。
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■損益の状況
当期　自2020年 1 月16日　至2021年 1 月15日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 164, 308, 502円

受取配当金 164, 352, 231  
受取利息 2, 402  
その他収益金 1, 122  
支払利息 △  47, 253  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  175, 340, 069  
売買益 644, 112, 993  
売買損 △  819, 453, 062  

（Ｃ）その他費用 △  1, 988  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  11, 033, 555  
（Ｅ）前期繰越損益金 2, 587, 682, 689  
（Ｆ）解約差損益金 △  871, 115, 108  
（Ｇ）追加信託差損益金 249, 966, 108  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 1, 955, 500, 134  

次期繰越損益金（Ｈ） 1, 955, 500, 134  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。 
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま

す。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年 1 月15日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 4, 458, 775, 886円

コール・ローン等 135, 548, 471  
株式（評価額） 4, 269, 283, 060  
未収入金 46, 912, 455  
未収配当金 7, 031, 900  

（Ｂ）負債 50, 109, 336  
未払金 39, 619, 336  
未払解約金 10, 490, 000  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 4, 408, 666, 550  
元本 2, 453, 166, 416  
次期繰越損益金 1, 955, 500, 134  

（Ｄ）受益権総口数 2, 453, 166, 416口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 17, 971円

＊ 期首における元本額は3, 482, 447, 416円、当作成期間中における追加設定元本額は
518, 193, 892円、同解約元本額は1, 547, 474, 892円です。 
＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、利回り
株チャンス13－03（年 4回決算型）1, 042, 679, 876円、利回り株チャンス　米ドル
型（年 4回決算型）1, 410, 486, 540円です。 
＊当期末の計算口数当りの純資産額は17, 971円です。  
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